










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 事 項 年 事 項
明治以前
明治4年
〃6年
〃　7年
〃15年
〃17年
〃23年
〃26年
〃28年
〃30年
〃31年
〃35年
〃36年
〃37年
・アイヌ人20戸近く居住
・天草団体21戸入植
・寺小屋式教育始まる
・草屋から柾葺板壁の家屋に変わる
・小田造りが試みられるが失敗
・杵臼神社創設
・バッタの大群のために大被害
・浦河小学校杵日分校設立
・胆振伊達村より鎌田九平ら入植，藍
造りはじまる
・杵日中央道路完成，道夫役に対し怠
る者は村八分にするといわれた
・徳島より数戸の入植
・戸数76戸人口497人（内アイヌ人30戸
125人）熊本県人最も多く福井，富
山徳島の諸県人が次ぐ
・浦河郡杵臼尋常小学校として独立
・杵日村墓籍簿作成
・本巣長平アラブ系の馬を導入
・小学校舎移転
・農業補習学校設立
明治38年
大正4年
〃7年
〃8年
〃9年
〃12年
〃14年
昭和10年
・小学校長に石母田幸三郎新就任（大
正5年まで）この時代に愛村組合，
愛校会，青年団（男子は学友会，女
子は僑風会）などができる。また神
社畑（6町5反），町村畑（5町歩），
墓地畑（3円収入），50銭の積立金が
基本金として2，　500円ある。
・大典記念として学校材5反に殖樹
・大典記念文庫を設立
・疏菜組合をつくり，疏菜の販売をう
ながす
・木材運搬のための鉄道敷設反対
・開村50周年記念開催
・神社の設備充実
・杵日土功組合を設立
・民力酒養講習会始まる
・灌灘請工事着手（総工費11万円）
・杵日信用販売購買組合創立
・本巣長平緬羊導入
・この頃西洋薄荷導入
・河川組合結成
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方では国家体制の中に組み込まれながら，一方では，水田造成による村の発展が志向されたり，新
して生産物を導入するなどして村落としての経済的基礎がはかられていった。
　杵日村落は西舎村落のごとく村落の中で人口の大きな変動を被ることなく，家の発展がみられ
た。むろん，幌別川流域の村落であるために，その氾濫によってたびたび被害を被っているが，中
心的農家によってそれらを切り抜けている。それが可能であるために，村落内社会関係が強く結ば
れていることが必要であろう。その一例として鎌田九平を中心とした社会関係をみてみよう。鎌田
九平は伊達村から藍の裁培を目的に明治26年に杵日村に入植した。その後，西舎村に移り，日高種
馬牧場が設置されてからは幌別村に移住している。そこで杵日村の分析のためには最も適切とはい
えないが，幌別川流域のなかで，どのように社会関係を形成していったかを知りえる好事例である。
　鎌田九平は明治35年に村会議員に就任し，その後明治37年，明治39年，明治41年，明治43年と村
会議員としての名前があり，大正5年には町会議員に就任している。政治的に有力者であったこと
が解るとともに，日高種馬牧場設置には，支庁長西忠義を案内したり，土地の買収に尽力してい
る。入植当初は隣寸軸木の製造を西舎村で村会議員をしていた仁木島恒吉などと行なうとともに，
幌別川地域に藍の生産を広めている。大正初期からはオーストラリア産の牝馬を購入し，本格的牧
場経営に乗り出している。大正11年に亡くなり，その時は馬の不振で負債もあったが，今日では次
女の婿養子，三男，四男（長男，次男は若死）で鎌田三兄弟として軽種馬生産で大きく功績をあげ
ている。鎌田九平の親類関係を浦抱町に限ってみると，妹アサノは杵日村の本巣長平（本巣牧場）
に稼ぎ，再婚して浦河町堺町三枝鹿蔵（三枝牧場）に稼いでいる。子供のうち，次女には富岡三郎
（幌別ニットウ牧場，荻伏富岡牧場より）を婿養子にしている。三男正（幌別鎌田牧場）八重子
（幌別辻牧場より）を，四男管仲（杵臼昭和牧場）は下枝（西舎村郵便局長山本傅吉娘）を妻にし
ている。そして管仲の三男は上杵臼で開拓牧場を営んでいる。また，九平の妻の姉の長女は日高三
石町で，北海道畜産界の巨頭といわれた大塚助吉の家に嫁いでいる。大塚助吉は九平の負債に対し
て援助している。上記にある牧場のうち，昭和牧場，開拓牧場以外は戦前からの牧場経営を行なっ
ている，いわば，浦河の牧場では名門である。こうした政治的には村議，支庁長と，親類関係では
有力牧場との関係を形成していくなかで，相互扶助が行なわれ，今日では8月15日に先祖祭祀を親
類で行なっている。
　さて，杵臼神社の創設は明治15年であるが，その経緯は杵臼開基100年・開校80周年記念協賛会
編r杵日記念誌』（1970）に以下のように述べられている。
　忘郷の念　九州天草までは，其の当時にして見れば余りにも遠いし，海上汽船より外に交通の便
　もなかった。内地訪問など思いもよらぬことである。野獣の声を聞き寒夜炉に薪をくべ故郷を偲
　び幾多辛苦をなめて開拓に幾年か過した。内地の風習をまねた一つに伊勢講があった。
　伊勢講一杵臼神社創立の因
　　内地では部落のものが毎年金を積みたてて何人か宛で交替に毎年伊勢詣りをしている。それを
　まねたものである。年1回回り順で会合し伊勢詣りの積立をなし，これが相当額に達したら1生
　に1度伊勢詣りをし，ついで京，大阪そして故郷まで訪れようと計画した。けれども積立金がた
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　りないのと旅費が多額に要するのと，交通の不便なため逐に実現できず，これを後に解散し積立
　金で神社を建立した。これが杵臼神社建立の起因である。
ここに窺えるように忘郷の念を年1回の伊勢講によって，何時か天草へ帰れることを夢みて慰さ
め，積立をしていたと思われる。しかし，資金も足りなく，帰郷しても安住出来る保証はなく，永
住を決意したとき神社の創設に至ったといえる。
　その後，明治41年に神社を改築したとの記録があるが，その様子は不明である。大正6年より開
村50周年祭を行なうということが村議（部落会議）で可決されている。その事業として一，記念
碑建立，二，神社拝殿の新築，三，鳥居の新献立，四，記念式典が挙げられている。（松田薫手記
『柾臼百年想』昭和45年より）そして，大正8年よりそれらの工事を始め，また寄付を集めてい
る。その時の委員は出身地で分けると，天草7名，徳島2名（但し1名は小学校区が同じである幌
別在住者），福井2名，不明2名（日高種馬牧場代替地で杵臼に移住した者）となっている。天草
団体出身者が中心であるが，杵日村落として他県からの移住者も取り込んでいるといえる。この行
事は神前で修抜，祈禧，移住者の表彰，高令者の敬老，一同への折詰による響宴となっており，余
興として老人による天草団体を引きつれてきた開拓団響導係朝山三五郎が熊本へ帰郷したとき，別
れた場所に「朝山氏挟別の跡」という木標を立て，そこで踊りをしている。以上のように郷里と離
れて，自らの村を形成した折目の儀式として開基50周年祭は行なわれたといえよう。それは神社施
備の充実ということに表象されていれのである。
　また，杵臼には馬頭観音があった。その詳細は不明であるが，最初は杵臼で最も早くアラブ系馬
を導入した本巣長平が馬頭観音を牧場のある山に安置していた。年代は明治40年より大分前であっ
た。その後，産馬への熱がさめて，水田造成へと進んでいった時期の大正5年にその馬頭観音像を
杵臼神社に合祀している。しかし，昭和11年に神主より村社への馬頭観音の合祀は相成らぬと
拒まれ，「馬組合」で御堂を新築している。その後「馬組合」で馬頭祭をしていたが，敗戦後維持
費が大変ということで，元の本巣長平氏の牧場に返している。浦河地方では馬頭観音は少なく，昭
和40年代頃から馬霊碑などの建立が多くみられる。それは農耕馬として家族の一員のごとくみなさ
れ，馬頭観音が農耕の守護神として祭られた地域に比べ，この地方では馬は軍馬，競走馬であり，
商品化していたこと，また，産馬の育成の盛衰が激しく，産馬から水田へ，そして昭和40年頃から
競走馬育成へと移り変ったため，馬頭観音を地域社会で祭ることが弱かったのではないかと思われ
る。
（4）荻伏神社
　荻伏地区は昭和31年浦河町に編入合併するまで，行政村荻伏村であった範囲である。行政村内の
村落（旧大字名）としては荻伏，東栄，姉茶，野深の4地域社会である。そして，荻伏村には浜荻伏，
荻伏市街，元浦河の3部落が，東栄村には上東栄と浜東栄の2部落が，姉茶村には姉茶，富里，瑞
穂の3部落が，野深には上野深第一，上野深第二，上野深第三，下野深の4部落がある。神社は浜
荻伏部落に浜荻伏金比羅神社，姉茶部落に姉茶神社，富里部落に富里神社，瑞穂部落に瑞穂神社，
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第9裏　荻伏村へ本籍移送世帯年次別前住地
明元～　10年
明11～　20年
明21～　30年
明31～　40年
明41～大6年
大7～昭2年
昭3～　12年
昭13～　19年
広島
?》??ー???2
愛媛
???1
兵庫
?????????
　　ト
福井 ｵ石川
?｛ ????
富山
2
???
1
新潟
??????》
秋田
「??「 ?????
宮城
???????
山形
?????????
岩手
????????????
青森
??
北海道
???? ?
の
??
?????
不明
?
??????????
??
??」?「?
計 46・672奄W1・・S　1　222717・Sl44国1974522　1・・6
※　塩出宇吉自筆r清流和風』より作成。
※　寄留人は記載されていないので，実世帯数ではない。
※　アイヌ人は83戸ある。
大字東栄に東栄神社，上野深三部落で上野深神社，下野深に野深神社がある。そして，村社荻伏神
社は昭和16年に行政村によって創立され，今日では荻伏市街と元浦河部落で維持されている。この
ように戦前においては村社1社，無願神社として荻伏村1社，姉茶村3社，東栄村1社，野深村2
社と村落によって相異がある。それは村落のあり様によって相異が生じてきた。その場合，荻伏地
区の村の展開は，明治15年会社組織で入植した赤心社を除いては考えられない地区である。
　荻伏地区へ最初に移住してきたのは浜荻伏部落に漁業，海産物採取を目的としてきた者である。
大きく展開していったのは，明治14年赤心社社長鈴木清が元浦川沿岸地帯を第二次開拓の地と定
め・部長沢茂吉が引率して42戸83名が明治15年5月に入殖したことによってである。第一次入殖地
の西舎村が明治20年代に引き払っていったのに対し，こちらでは成功していったのは，沢茂吉の力
によるとされている。赤心社の展開にっいては富田四郎のすぐれた研究がすでになされているの
で，必要最小限取り扱うことにする（38）。
　荻伏村に昭和19年までに本籍を移送した世帯数は第9表のごとくである。明治10年代から20年代
にかけて兵庫，広島，愛媛といった地域からの入殖が多い。これは赤心社社員，株主として出資し
て入殖した社員ではなく，農業労働者として入殖した耕工夫も含まれている。ところが，明治20年
代以降福井県人が多く入殖してくる。この場合，比較的自営農が多い。浦河町農村地帯ではこの頃
より福井県人が多く入殖し，入植者の中で最も多いといわれている。また明治20年代以降は北陸，東
北地域の広い範囲からの入殖がみられ，これは全道的な傾向があるといえる。一方，大正期に入る
と北海道に既に移住していたものが，道内人口流動の中で移住してきている。この時期は赤心社が
大正5年に牧場を全廃し，水田経営に乗り出した時期である。そして，赤心社小作人が急増する。
北海道で渡り小作人といわれた小作層の移住もかなりあることを示していよう。
　行政村落荻伏村は赤心社を度外しては論じられない。昭和初期，農耕地に関してみると，水田に
おいては約3割，畑地に於ては約7割，牧場においては1，5割が赤心社社有地となっている（39）。
また，明治43年総戸数327戸のうち，赤心社小作数が75戸と23％を占めており，大正9年にはそれ
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第10表農業戸数
年　別
1
昭和7年
　　8年
　　9年
　10年
　11年
　12年
　13年
　14年
荻　　伏　　村＊1 赤心社小作地
自　　作
【?????? ?
小　　作
　（A）
228
218
240
253
270
自小作
????「? ?「
小　　作
　（B）
147
153
153
144
144
ユ30
131
136
B／A％
64％
72
64
57
53
自小作????
其　　他
（競菜地としての使用のもの）
??
＊1荻伏村々勢一覧昭和11年より新しいものな為，最近の数字を欠く。
※　富田四郎著r会社組織による北海道開拓の破究一日高国，赤心株式会社を中心として一』（沢幸夫発行
　　より昭27）159頁転載
が499戸中156戸と31％に増加している。それ以降30％近くの赤心社小作層が荻伏村の中に存在す
るという程の大きな比重を占めている。そして，第10表のこおく，昭和7年においては，自作層は
19％，小作層は66％，自小作層は15％と小作層が圧倒的に多く，しかも，そのうちの50～70％が赤
心社小作層で占められている状況である。
　こうした荻伏村内での赤心社の位置は神社にも影響を及ぼしている。赤心社はその創立から日本
プロテラスタントの宗教的信念によって支えられ，入殖2年後の明治17年には元浦河教会を創立し
ている。日曜日は総ての業を休み，キリスト教講話をきくなど，キリスト教信念によって赤心社の
発展，さらには荻伏村形成がなされていったといってよい。明治18年には徳育会，廃者の者の救’血
助力をする永明会が組織され，教育の分野でも明治30年には荻伏尋常高等小学校が，小行政村であ
りながら設置するなど赤心社の影響によって運営された面は少なくないといえる。それは村造りに
は大きな功績があり，明治43年には模範村となっている。しかし，それは神社の側面では抑止され
る側面があったといえよう。赤心社の拠点であった荻伏村落では漁業中心の浜荻伏にのみ神社があ
ったことにも示されていよう。それに対して赤心社の社有地の少なかった姉茶の村落の3部落では
それぞれの部落に神社が創設されている。赤心社社有地が多かった野深村では，明治31年に野深神
社が創設されている。明治35年社殿新築の時の世話人は福井県人で自作農3名，小自作1名，赤心
社耕夫7名，岩手県人で自出農1名となっている。ここには赤心社社員はみられなく，福井県人を
中心に赤心社の宗教的信念とは必ずしも一致することなく宗教的世界を形成しようとしていること
が窺えよう。
　大正末期以降赤心社小作人を中心に人口の急増（明治43年世帯数327，大正2年同392，大正5年
同390，大正9年同499，大正14年同541，昭和5年同686，昭和10年同712，昭和15年同683）なかで，
行政村としての統一の問題となってくる。それは昭和元年の北海道大冷害，その後の経済恐慌など
で急務の課題となったと思われる。すなわち，昭和8年には「荻伏村村勢一班」を発行し，村風を
次のようにうたっている。
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　衆民敦厚俗ヲナシ先輩力使命宣告ヲ遵守シ徳義ヲ修養シ人物ヲ陶治シ「キリスト」ノ愛ノ主義ニ
　ヨリ教育二産業二衛生ニー致共同真二理想郷ノ完成二努ム而シテ宗教二対スル熱烈ナル信仰ヲ有
　スト錐モ他宗ヲ挑濟スルノ風更ニナクー般勤労ヲ尊ヒ業務ノ為メニハ風姿ヲ意トセス専心奮闘シ
　業務ノ観念二富ミ常二諸税完納ノ成績ヲ示セリ尚一旦事ノ際ニハ北門鍮鎖ノ気慨アリ衆心一致業
　務二励ミ和気村内二濃ル
このようにキリスト教精神主義の村として画いている。そして昭和9年には荻伏村紋章が制定さ
れ，昭和10年には村報が毎月発行され，同年に開拓記念式が挙行され，沢茂吉，西忠義，鈴木清
（赤心社社長）の三胸像を役場境内に建立し，翌11年には村歌を制定している。そうしたなかで，
大きな問題のひとっに赤心社有地開放の問題があった。
　本村内二於ケル赤心株式会社有地ハ農地ノミニテー千五百余町歩之二入地セル農家戸数二百五十
　余戸ニシテ本村産業ノ大宗タル農業ノ約七割ヲ占メ之ガ消長ハ本村産業ヲシテ左右スルノ重要ナ
　ル役割ヲ有シツb・・アリ　而シテ之等ノ小作者ハ通幣トシテ小作気質旺盛ニシテ土地ヲ愛スルノ念
　乏シク為二農業進展ノ基礎確立セズ耕種肥培等二対シ指導者全力ヲ傾注スルモ意ノ如ク進歩セズ
　本村振興上二大ナル支障トナリツsアリ（昭和14年「荻伏村二於ケル懸案事項」より）
当時の国策としての自作農創設の動きのなかで，大きな支障としてとらえられていた。そして，こ
うした状況のなかで，民心の統一，敬神崇祖の1　asのため，村社を創立していく動きが，昭和9年
頃より出ている。昭和11年の村議会で村社造営が決議されている。昭和13年より全村労働奉仕で造
営が行なわれ，資金は村民の積立によってなされた。また，神社敷地1反6畝は赤心社の寄付によ
り，基本財産は村有地2町歩の寄付によって造られている。しかし，昭和13年には建設費用が2000
円余り不足しており，昭和16年になってようやく村社荻伏神社の創立をみた。なお，昭和17年には
赤心社より神社敷地として1町7反余が寄付されている。この村社荻伏神社は「当荻伏住民は内地
移住者で，敬神崇祖の念厚く，早くより各部落毎に祠を建てた。何れも建築後相当の星霜を経て，
改築に迫られている。尊厳上問題あるも，各部落ごとに建立は巨費を要するので一社を建立し，挙
村，挙国一致困難打にむかう」とあるように，村内の神社を合祀し，一村一社を志向していたが，
敗戦をむかえ，実現しなかった（40）。
（5）生桐西神社
　第三章で述べた支庁長西忠義を祭神として創設された神社が西神社である。西忠義は明治42年浦
河支庁長を辞してからも，終生日高地方と係わりつづけてきた。西忠義の功績を讃えた浦河支庁長
永山政能編『西忠義翁徳行録』（日高実業協会発行，昭和8年）の詳細な年表によると，明治42年
末から東京に移転した後も，しばしば日高実業協会関係者が訪門している。
　生祠西神社創設の動機と経過にっいては，『西忠義翁徳行録』に次のように書かれている。
　　日高国の恩人，西翁の徳を称え銅像建設の義あるや久し，然れども浦河の地，鳥の棲息彩しく
　為に神聖を保っことの至難なるを感じ，銅像に代ふるに荘厳なる社殿を建立して，西翁の霊を奉
　祀し，以て永久に其の徳を伝へ，報本反始の実を挙ぐるに如かずとの論起り，期せずして国論の
40
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　一致を見るに至りし折柄，会々生祠調査として，東京帝国大学助教授文学博士加藤玄智氏の藤波
　神社の実地を見聞せられるS“に会し啓発するところあり，日高国の人士深く感奮し，昭和六年八
　月十八日西翁日高再生の日（西翁浦河支庁長在職中明治四十二年日高国沙流郡門別村に於て奇禍
　に遭ひ殆んど致命的の負傷を受けられたるも辛じて恢復せられたる日）をトして，生祠西霊社の
　社殿を建設すべしとの声起る。
　　Vbて町村会長静内村長日高実業協会副会長吉田貫一，日高実業協会顧問富本朝二，八月二十六
　日実行委員として浦河支庁に集会し，森本支庁長，荻浦河町長と会議する所あり。
　　之より先，浦河支庁長室に日高国民代表者を会合し，西霊社創設覚書を草し，満場起立之を可
　決して敬意を表わし，各々捺印して其の責任を明かにせり
ここではその創設の直接の契機は，銅像では不敬になるのでで社殿を創設するとなっている。しか
し，日高実業協会の者が西忠義に銅造を造りたいといったら断られたと伝えられている。そこに
は，既に神社として祀るべきという雰囲気がっくられていたのではないかと推測される。孫引であ
るが，加藤玄智の著に，大正15年，藤波神社臨時祭に西忠義が出席したとき，「日高日報紙」は以
下のごとく述べていると記されている。
　十年振……日高へ足跡を印せられた日高の恩人至誠翁西忠義氏は，日高の人民に，活を入れられ
　て，昨日帰京された，御名残……尽く可くも無い，……翁の至誠に感激し，崇高なる人格に敬凄
　禁ずる能はざるものがある，翁の徳，翁の誠，称へ人に口無し，筆足らず，日高民は……藤波神
　社建立に祀ひ，西神社建立の挙を以て，六根清浄，その高徳に報ゆるの至誠を表はす可きでは有
　るまいか（41）。
ここには，西舎神社の節で述べたように，西忠義自身人の徳をたたえ，神社に祀るという思考があ
り，それが生祠西神社を日高実業協会が創設しようとした動きに結びついていったのではないかと
思われる。
　昭和6年に神社創設の覚書がかわされている。
　　　　　西霊社創設及維持の事
　日高の恩人　西忠義翁，明治三十四年浦河支庁長として上任，以来在職九ヵ年，其間，初代故北
　垣国道男の意を継ぎ，日高実業協会を創設し，日高国標を選び，縛ふ所を知らしると共に，土
　木，交通，産業，教育の諸般に互り，日高興国の施設に熱血を注ぎ，其功績筆紙の尽す所にあら
　ず。然も其一貫せる至誠の感化は，国の内外に及び，国人其の徳を称せ，襲に銅像建設の議あり
　しも，其承諾を得るに至らずして今日に及ぶ。依て代ふるに霊社を建設して，翁の徳を称ふるに
　若かず，との議起るや，国論期せずして一致し，鼓に，翁が目高門別遭難の日をトして，浦河神
　社境内に，西霊社を創設し，永久に其の徳を伝へ，報本反始の実を挙げ，以て挙国信仰の社とな
　すものなり。
　　本霊社は，社殿仮建築なるを以て，速に日高管内の浄財を集め，昭和七年西翁喜齢の祝寿を期
　して，荘厳なる社殿を造営し，且っ之が維持，祭祀の方法を講ずるものとす。
この覚書きには，浦河支庁長，日高実業協会副会長，日高林業協会副会長，および浦河支庁管内の
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全ての町村長が捺印している。そして，昭和6年9月には，日高町村長会で，「一，造営経費は約
三千円として日高管内各町村の負担とすること。一，西霊社営記念として西翁の徳行録を編纂する
こと。」が申合されている。造営委員長には支庁長が就任している。
　翌昭和7年4月き地鎮祭を行ない，青年団の労働奉仕によって造営されている。9月2日には遷
座祭が挙行されていった。そのご神体として明治天皇下賜の鞭と，拝礼服であったといわれてい
る。（石田明談）昭和8年1日に，日高実業協会総会において，神社名を西霊社から，西神社と改
称し，例祭日を遭難の日8月28日から，浦河支庁長に就任の日の6月21日に改められている。
　以上のようにして西神社は創設されている。その徳を称える営為として神社が造らるた。昭和7
年であったのは喜寿の祝いを直接的契機にしたといえる。しかし，最初に例祭日と定めたのが，西
忠義が遭難し，再生の日としたことから，日高の指導層にとっても，日高地方をひとつの転機にし
ようとしたのではないだろうか。ひとつにはそれまでの懸案であった鉄道開通の目途が出来たこ
と，浦河漁業が完成したこと（昭和6年），さらに昭和7年には浦河支庁が日高支庁と改称された
ことなど，新しい発展の折目として意識されたのではないかと想像される。また，当時は不況下で
特に強かったと思われる。しかし，神社名の改称に表われているように，霊性は取り除かれ，EI高
実業協会でその徳をしのぶというものに押し込められたと考えられよう。古老に聴取りしても，参
拝の記憶も出てこない。そして，敗戦後は荒るにまかされていた。
あ　と　が　き
　北海道開拓は入殖者の苛酷な自然条件に打ち勝つなかで，郷里を偲びっっ行なわれていった。そ
れが，神社創設へと連なっていったことは否定できないであろう。しかし，その開拓は国家政策，
道庁政策に大きく規定されていたことは西舎村落の事例などで浮び上がってくる。日高地方の開発
自体が，支庁長の力に依存している面が大きかったことも，西忠義支庁長時代をみれば判然とす
る。北海道の神社の展開史を跡づけるためには，村落自体の変容のあり方とともに，そうした大
きな流れのなかで神社がどのように変遷していったかの分析が不可欠である。民心の統一を願い，
神社を創設，あるいは変容させていった大きな要因である。北海道の神社が，伊勢神宮一天皇一札
幌神社一地域神社へと系列化をたどっていくといわれるのは，北海道の開拓の条件に規定されて出
てきたといえよう。村社荻伏神社が，その祭神に開拓三神を分霊し，神社を創立していったのは，
単に住民に共通の神であったからではなく，開拓が土地の払下，付与地をもって営まれていったこ
とを表象しているのであろろう。さらに，藤波言忠，西忠義が宮内省との結びつきがあり，明治天
皇下賜の鞭が祭神となっていく精神構造も，そうしたところに起因しているといえよう。杵日村に
天草団体として入殖した小泉和平が，明治30年に「杵日村記録書」を書いている。それは入殖後の
事情を表わしたものである。その末尾に次のように記している。
　天王陛下ノ御恩ヲ蒙ラサル者ハタS’一人モ是有ラジト　右御連越ノ銘々バー方ナラン御愚ヲ蒙リ
　タル銘々ナレハ子孫ノ末々迄モ此大恩ヲ忘ザル様是ヲ書残ス也
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ここには郷里を捨て，自らの新天地を造り出そうとしたとき，まさに天王に槌ることによって以外
に支えがなかったことを示していよう。
（付記）　浦河町内の神社史の調査にあたり，多くの方々にお世話になった。特に大針与五郎氏，管野陸朗
　　氏，竹内鼎氏，塩出宇吉氏，鎌田正氏，鎌田管仲氏，山本晃氏，さらに浦河町教育委員会の方々には
　　大変お世話になった。紙面をかりて御礼申し上げます。
註
（1）
（2）
（3）
（4）
???????????????????
（26）
（27）
（28）
（29）
（30）
森岡清美「北海道篠津兵村の展開と村落構造一祭祀組織を中軸として一」『社会科学論集』4東京教
育大学　1957。
黒崎八洲次良「町村・部落・家と氏神・鎮守・守護神の祭祀について一特に後志管内のいくつかの町
村と部落の事例を中心として一」，『新しい道史』第10巻第7号　昭和48。
村田文江「北海道開拓地における無願神祠に関する覚書一天塩町ウブシ原野の鎮守社創設を中心
に一」，『歴史人類』第10号　筑波大学歴史・人類学系紀要　1982。
中牧弘允「宗教制度の変動と論理一北海道常呂町の調査から一」柳川啓一・安斎伸編『宗教と社会変
動』東大出版会　1979。
檜山支庁管内　北檜山町　r北檜山町史』　昭和56年。
釧路支庁管内標茶町町r標茶史考』後編。
苫小牧市r苫小牧市史』。
榎本守夫著r北海道開拓精神の研究』，雄山閣　昭和53年。
空知支庁管内・滝川市r滝川市史』。
北海道編『新北海道史』第4巻，昭和48年　1125頁。
北海道神職会編『北海道神職会報』15号，大正13年1月。
北海道自治協会編r北海道自治協会報』第1編第11号，大正5年8月。
前掲r北海道自治協会報』第1編第8号，大正5年8月。
前掲r北海道自治協会報』第3編第5号，大正7年7月。
前掲r北海道自治協会報』第2編第1号，大正5年10月。
前掲『北海道自治協会報』第3編第5号，大正7年2月。
北海道神職会編纂『北海道神社法令集』　97頁。
前掲r北海道自治協会報』第4編第11号，大正8年8月。
前掲r北海道自治協会報』第5編第10号，大正9年7月。
前掲r北海道神職会会報』第10号，大正10年2月。
前掲『北海道神職会会報』第7号，大正9年7月。
札幌市豊平神社社務所r御鎮座七十年記念　豊平神社七十年誌』，昭和28年。
日高支庁管内浦河町r浦河町史』下巻。
明治35年に二級町村制が設かれたとき、．区は3区，1級町村16か町村，2級町村62か村にすぎない。
支庁長の道庁での地位は，「夫れ部長は長官の腹心にして支庁長は長官の手足たり，部長は内に在て
諸般事業の経画と其監督とを掌り，支庁長は外に在て専ら事業の執行に任ず，内外相待て振励せば庶
幾くは其成功を誤らざらんか」と位置づけられていた。（道庁時代史料政治部第二）（前掲r新北海道
史』第4巻63頁より引用。
日高支庁編r日高開発史』，昭和29年。
永山政能編r西忠義翁徳行録』，日高実業協会発行，昭和8年。
前掲『西忠義翁徳行録』。
前掲『西忠義翁徳行録』。
前掲『西忠義翁徳行録』。
43
78
（31）大正5年における軍馬用購買とそれ以外の馬の購売は以下の通りである。
（32）
（33）
（34）
（35）
（36）
（37）
（38）
（39）
（40）
（41）
　　　　　　軍　馬
静　内　　154円88（45頭）
三石　180円00（1頭）
浦河　145円00（2頭）
幌泉 135円00（1頭）
平均　154円59（49頭）
　軍馬以外
69円44（207頭）
29円15　（22頭）
78円08　（80頭）
49円35（334頭）
67円35（334頭）
　　　　価格は1頭平均価格
日高種畜牧場編r牧場50年のあみゆ』　1957，57頁より。
荻伏百年史編さん委員会編『荻伏百年史』，荻伏開基百周年記念協賛会発行，昭和58年。
前掲r浦河町史』下巻。
西舎開村百年祝賀協賛会編r西舎開村記念誌　拓地百年』　昭和42年。
前掲『西舎開村記念誌　拓地百年』。
前掲r西舎開村記念誌　拓地百年』。
加藤玄智著r本邦生祠の研究』，明治聖徳記念会発行　昭和7年，212頁。
富田四郎著r会社組織に依る北海道開拓の研究一日高国赤心株式会社を中心として一』　沢幸夫発行
昭和27年。
前掲『会社組織に依る北海道開拓の研究』　137頁。
前掲『荻伏百年史』
前掲r本邦生祠の研究』　239頁。
一44一
79
The　Foundation　of　Shinto　Shrines　in　a
　　　　　　　　Local　Society　in　Hokkaido
一ACase　Study　of　Urakawa－cho　in　the　Hiddaka　Area一
Synposis
　　　　It　is　said　that　the　study　of　the　development　of　Shinto　shrines　in　Hokkaido　means　a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’study　of　the　historical　development　of　Hokkaido．
　　　　In　other　words　a　Shinto　shrine　was　recognized　to　have　a　sylnbolic　meaning　to　the
people　who　had　moved　to　Hokkaido　and　formed　a　new　life　and　sub・calture　in　connection
with　a　development　policy　as　a　result　of　beeing　separate　from　the　traditions　of　their　native
villages．
　　　　In　a　former　shinto　study　shrine　was　co且sidered　an　identity　of　natural　and　religious
groupings．　Without　a　d。ubt　it　was　considered　a　spiritual　symbol　of　the　village　c。mmunity．
However　the　meaning　of　shinto　shrines　in　Hokkaido　has　always　changed　depending　on　the
development　policy．
　　　　In　th圭s　paper　as　a　case　study　I　chose　several　shinto　shrines　which　were　founded　for
various　reasons　in　Urakawo－ch6　in　the　Hiddaka　area，　and　clari且ed　the　relationship　between
the　development　policy　and　foundation　of　shinto　shrines　referring　to　the　changing　aspects
of　them。
?
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